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１．研究開発の目的  

鉄道の安全性確保のためには、レール状態を定期的に計測診断し、適切な補修等を行う必要がある。地

方路線では経済的問題から十分な保守が行われず、放置すれば重大事故に直結する可能性があり、早急

な対策が求められている。このような背景から、営業車両に搭載可能なレール状態診断装置の実用化が注

目されている。本研究では、地方鉄道向けに、信頼性の高い小型レール状態診断装置を市場に投入できる

製品として製作し、計測データを定期的に収集分析することで、レール状態を診断し、その結果を地方鉄道

事業者へフィードバックする。本研究により、レール状態診断システムを完全実用化することにより、地方鉄

道の安全性向上に大きく貢献できる。 

 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

信頼性の高い小型レール状態診断装置を市場に投入できる製品として製作した。特に、信頼性の向上、

装置の小型化を行い、操作の簡略化及び自動化を実現した。開発した装置は、既開発の試作装置より

40％以上小型になり、地方鉄道において実証実験を行った結果、電源を投入するだけで最大 6 時間の高

精度、高信頼度な無人計測を実現できる装置であることを実証した。 

 

②今後の展開 

本装置を鉄道事業者と協力して運用し、保守に活用できること及び本装置を利用するコストメリットがど

れだけ生じるかを確認する社会実験を実施したい｡そのためには、各協力鉄道事業者から計測データを

得る頻度、手法と得られる計測データを統計処理するソフトウエアの整備が喫緊の課題になる｡これにつ

いては、日本大学と交通安全環境研究所が連携して、今年度、検討を実施する予定である｡ 

 

３．総合所見 

目標通り成果が得られ、イノベーション創出が期待される。可搬型レール状態診断装置の高性能化を

目指し、明確な課題を設定し、一つ一つの課題解決を積み上げて当初目標を達成している。導入可能性

のある路線で実証実験を行い、システムの有用性を明らかにしている。すぐにでも実用化段階に出来る

見通しが得られており、海外展開も含めた今後の発展方向も緻密に計画立案され、意欲的かつ優れた

技術開発と評価できる。


